
 

「安保法と憲法とくらしを考える会」 part3 
戦争は秘密から始まる。秘密法と戦争法、混ぜれば超危険！ 

  今回は 藤田早苗氏と考えます。 
 

   
 

   

 

 

 

 
 

この忙しい時にもう！ 年末１２月２７日に 

藤田早苗さんの報告講演を企画したのには、    

大きな「訳」があります。その訳は？？? 

                                   裏面マンガをご覧ください! 
 

 秘密法・戦争法・憲法破壊 

 あれもこれもつながって 魔の手が伸びる！ 

 戦後７０年、そして戦前 X年？ 

 海外から見た日本は今？ 
 

1２月２７日(日) 1４：００～１６：００ 

ふれあい健康館 ２Ｆ 会議室１ 

 参加費 １０００円     
♪profile 藤田早苗氏 
英エセックス大学人権センター・フェロー。 

エ大で国際人権法修士号、法学博士号取得後、 

２００９年から現職。 

特定秘密保護法が強行可決されてから、その法案を英訳し、 

いかに危険かを国内外に発信中。 

 
 

主催：「安保法と憲法とくらしを考える会」 
お問合わせ 0９０-３７８４-７２５４（深田） 
 



●１２月１～８日に、国連人権理事会「特別報告者」が日本を公式訪問し、特定秘密保護法など 

について調査する予定でした。しかし、日本政府は 2週間前に突然のキャンセル！！！ 

 国連特別報告者の公式訪問は、英エセックス大学人権センター・フェロー藤田早苗氏はじめ、 

日本のNGOの働きかけにより実現したのです。 

 

  

  

漫画：秘密保護法に反対する様々な活動を国内外で行っている『秘密保全法に反対する愛知の会』作成 

 

● 特別報告者：人権委員会は、言論の自由、拷問、食糧確保の権利、教育の権利などのような特定の人権のテーマ

や、特定の国家・地域の状況に関する作業部会を設けている。2015年 11月現在で、41のテーマ、14 ヵ国又は地域に対

して作業部会が置かれている。各作業部会は、国又は地域を訪問して調査、監視、助言、報告書の公開といった「特別

手続（Special Procedures）」を行う。国連人権委員会委員長は、この特別手続を実行する専門家として、「特別報告者

（Special Rapporteur）」任命することができる。特別報告者の任期は、最長で 6 年である。人権高等弁務官事務所から支

援を受けて無給で、いずれの国家又は地域からも独立した専門家として活動するとされる。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A8%80%E8%AB%96%E3%81%AE%E8%87%AA%E7%94%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%8B%B7%E5%95%8F
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E9%A3%9F%E7%B3%A7%E7%A2%BA%E4%BF%9D%E3%81%AE%E6%A8%A9%E5%88%A9&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E6%A8%A9%E5%88%A9&action=edit&redlink=1

